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出決算認定！！
収入額　68億6,883万円

支出額　64億3,733万円

たらぎ議会だより　第110号／２

決
算
認
定

　

平
成
30
年
度
９
月
定
例
会
議
は
10
日
か
ら
19
日
ま
で
と
し
報
告
２
件
、
同
文
議
決
１
件
、
条
例
等
２
件
、
補
正
予
算
５
件
、

決
算
認
定
８
件
そ
し
て
発
議
（
Ｐ
７
参
照
）
を
上
程
審
議
し
た
。

　

６
人
が
一
般
質
問
で
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

町
の
家
計
簿
は
こ
ぎ
ゃ
ん
で
す

町
の
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計
簿
は
こ
ぎ
ゃ
ん
で
す

町
の
家
計
簿
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こ
ぎ
ゃ
ん
で
す

町
の
家
計
簿
は
こ
ぎ
ゃ
ん
で
す

町
の
家
計
簿
は
こ
ぎ
ゃ
ん
で
す

※自主財源 23.5％、依存財源 76.5％

※少子高齢化に伴い、今後も民生費の増加が見込まれる。

国庫支出金
73,439（10.7％）

町債
54,569
（8.0％）

地方譲与税等
27,086（3.9％）

財産収入及び諸収入
15,400（2.2％）

負担金及び使用料
20,025（2.9％）

繰入金
1,313（0.2％）

寄附金
3,478（0.5％）

繰越金繰越金
40,94540,945
（6.0％）（6.0％）

県支出金 72,360県支出金 72,360
（10.5％）（10.5％）

地方交付税地方交付税
298,433（43.5％）298,433（43.5％）

町税町税
79,835（11.6％）79,835（11.6％）
町税
79,835（11.6％）

繰越金
40,945
（6.0％）

県支出金 72,360
（10.5％）

地方交付税
298,433（43.5％）

収入

災害復旧費 4,804（0.7％）

商工費
7,698（1.2％）

議会費 7,964（1.2％）
消防費 23,946（3.7％）

教育費
52,003
（8.1％）

土木費土木費
46,692（7.3％）46,692（7.3％）

総務費 90,364（14.0％）総務費 90,364（14.0％）

土木費
46,692（7.3％）

民生費民生費
208,926（32.5％）208,926（32.5％）
民生費
208,926（32.5％）

総務費 90,364（14.0％）

農林水産業費農林水産業費
67,613（10.5％）67,613（10.5％）

衛生費 65,155衛生費 65,155
（10.1％）（10.1％）

農林水産業費
67,613（10.5％）

衛生費 65,155
（10.1％）

　平成２９年度は４億3,149万６千円の黒字でした。しかし前年度からの繰

越金が３億3,256万７千円。また、未払い金が3,412万６千円、２９年度の

単年度は6,480万３千円で今年の基金積み立て金175万３千円をプラスする

と、実質収支は6,655万６千円でした。

公債費公債費
（借金返済）（借金返済）
68,568（10.7％）68,568（10.7％）

公債費
（借金返済）
68,568（10.7％）

支出

（単位：万円）

（単位：万円）



歳入・歳平成29年度平成29年度
一 般 会一 般 会 計
平成29年度
一 般 会 計

たらぎ議会だより　第110号／３

健
康
診
断

　平成29年度町の一般会計及び特別会計の歳入歳出決算額については、違法な点は見受けられ

ず、関係諸帳票、証拠書類等は収支決算書と照合の結果合致しており、決算計数は正確で、予算

執行状況及び事務処理についても適正であると認めた。

　また、実質収支に関する調書及び財産に関する調書の計数は正確で、収入支出等の事務は関

係法令に適合しており、財産の管理については適正に行われていることを認めた。

　年度末における普通会計地方債元金現在高（借金）は、58億1,661万円で前年度（59億587万円）

に比べ8,926万円減少した。

　特別会計を除く基金残高（積立貯金）は29億452万円で前年度より１億4,171万円減少した。

　義務的経費に物件費・維持補修費・補助費等を加えたところの経常的経費は47億3,219万円

で、歳出全体に占める割合は73.5％となり、前年度に比べ0.8ポイント下がっている。

　事業計画の際には率の高い補助金を活用する等苦慮されているが、今後も厳しい財政運営を

強いられることも想定されるので、需用費、委託料等、経常的経費の一層の節約に更なる努力

をされたい。また、ふれあい交流センターえびすの湯を始めとする町直営施設の経営に係る事

業管理については経済性を十分考慮し、公共の福祉に繋がるよう運営されたい。

町の健康診断
（町監査意見書より抜粋）

久米公民館改築工事久米公民館改築工事子育て３点セットスタート子育て３点セットスタート

黒肥地公民館改築工事（ピザ釜）黒肥地公民館改築工事（ピザ釜）

久米公民館改築工事子育て３点セットスタート

黒肥地公民館改築工事（ピザ釜）

平
成
29
年
度 
主
な
事
業

「農事組合法人 たらぎ大地」設立総会「農事組合法人 たらぎ大地」設立総会「農事組合法人 たらぎ大地」設立総会
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たらぎ議会だより　第110号／４

主
要
政
策
成
果

【行政関係】

  ＊地方創生事業として米ブランド化

　＊生サラダドレッシング事業及び地域ブランド

　　化推進事業

　＊自主財源の確保の取組みとしてふるさと納税

　　の推進

【衛生関係】

　＊子ども医療費扶助を18歳までの引き上げ

　＊妊婦健診の検査項目に妊婦歯科検診を追加

　＊高齢化対策として介護保険事業等の各種事業を実施

【消防・交通・防犯関係】

　＊消防施設の拡充・大規模自然災害に対応するべく、資機材や備品物資の確保

　＊電光掲示板の設置

　＊防犯灯ＬＥＤ化・防犯カメラの設置

【福祉関係促進】

　＊障がい者の自立支援及び介護訓練支援の実施

　＊出生祝い金の拡充

　　第１・２子：10万、第３子：15万、第４子：20万、

　　第５子以降：25万

　＊公立保育所の運営は30年度より町社会福祉協議会へ移管し、

　　児童福祉・子育て支援の充実を図った

【農林関係】

　＊農業関係では高齢化や担い手の減少に対応するべく「農事組合法人 たらぎ大地」の設立

　 （組合員数：270人・計画面積：360ha・出資金：１人農家当り２万円・町の補助：300万円）

　＊林業関係では、町木材需要拡大促進・未利用材活用促進事業を継続

【教育関係】

　＊特別支援教育支援員の配置

　＊教育施設の整備

　＊給食費の半額助成を実施

【観光関係】

　＊観光協会が設立され、日本遺産・世界かんがい

　　遺産及び各施設を活用し、観光開発を図った

【土木関係】

　＊道路整備・住宅整備・橋梁長寿命化事業

29年度主要施策の成果

販売が始まった生サラダドレッシング

社協へバトンタッチ

観光協会（旧白濱旅館内）



平 成 ３０ 年 度 補 平 成 ３０ 年 度 補 正

たらぎ議会だより　第110号／５

決
算
・
補
正 収　入　額

17億1,208万円

824万円

1,064万円

3億691万円

15億9,355万円

1億4,031万円

収　　入

1億8,214万1,916円

46万8,720円

支　出　額

15億2,751万円

824万円

928万円

2億9,099万円

14億9,121万円

1億3,957万円

支　　出

1億5,705万2,522円

7,883万6,677円

駐車場等用地購入費 ・・・・・・・・・・・・・

くまもと土地利用型農業競争力強化推進事業 

木材需要拡大推進事業 ・・・・・・・・・・・

くま川鉄道補助 ・・・・・・・・・・・・・・・・

林業・木材産業生産性強化対策事業

林道日当線車両用防護柵設置事業 ・・・

農業用施設災害復旧費 ・・・・・・・・・・

林業用施設災害復旧費 ・・・・・・・・・・

公共土木施設災害復旧費 ・・・・・・

667万円

1,500万円

300万円

451万円

1,024万円

550万円

1,362万円

4,515万円

1億6,542万円

国民健康保険（事業） ・・・・・

国民健康保険（直診） ・・・・・

介護保険 ・・・・・・・・・・・・・

後期高齢者医療 ・・・・・・・・

1,080万円追加

総額  12億9,330万円

452万円追加

総額  1,250万円

5,063万円追加

総額  15億5,022万円

74万円追加

総額  1億4,959万円

　歳入歳出予算に3億4,588万円を追加して総額

71億16万円とした。

　主な歳入は国庫補助金1億3,113万円・県支出

金6,141万円・財産収入2,680万円・繰入金899

万円・繰越金3,524万円・町債6,743万円の増額

である。

主 な 歳 出

一 般 会 計 特 別 会 計

（千円台切り捨て）

（税込み）

会　計　名

国民健康保険（事業）

国民健康保険（直診）

久 米 財 産 区

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

区　　　分

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

※当年度純利益の未処分利益剰余金2,239万5,012円は全額減債積立金とした。

国

国

久

下

介

後

特別会計
決　　算

収益

資本

※当

上水道事業
会計決算

平 成 ３０ 年 度 補 正

槻木住宅跡に移転・改修予定の槻木診療所



たらぎ議会だより　第110号／６

同
意
・
要
望
等

〈みなさんからの陳情・要望〉〈みなさんからの陳情・要望〉〈みなさんからの陳情・要望〉〈みなさんからの陳情・要望〉〈みなさんからの陳情・要望〉

臓器移植の環境整備を求める
意見書の採択を求める陳情書

福岡市東区箱崎4丁目5-15-1F
移植ツーリズムを考える会
九州事務局　担当　寺崎　太

陳情書

件 名 及 び 要 旨 提 出 者 の 住 所 ・ 氏 名区　分

【同文議決】
 議案第10号　熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

 　　　　　　

【条例等】…… 両議案共に全会一致
 議案第11号　多良木町個人情報保護条例の一部を改正する条例を定めることについて

 議案第12号　多良木町子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する条例を定めるこ

 　　　　　　とについて

議員配布

件 名 及 び 要 旨 提出者の住所・氏名 付託委員会区　分

要望書
小規模企業に関する条例制定
の要望書

多良木町商工会
会長　味岡　和國

総 務 産 業
継続審議

◯　平成29年度決算に基づき健全化判断比率を算定したところ、下表のとおり、いず
　れの指標についても早期健全化基準を下回る見込みである。

◯　各公営企業における「資金不足比率」については、平成29年度決算において資金
　不足を生じた公営企業（上水道事業・下水道事業）はないため、該当はない。

多 良 木 町

早期健全化基準

財政再生基準

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

― ―

15.0
20.0

20.0
30.0

9.3
25.0
35.0

53.5
350.0

平成29年度  町財政健全化判断比率の公表平成29年度  町財政健全化判断比率の公表平成29年度  町財政健全化判断比率の公表平成29年度  町財政健全化判断比率の公表平成29年度  町財政健全化判断比率の公表

新任 教育委員　牧　　直輝 氏（久米）

　　　　　　　　　　任期：平成30年11月11日～平成34年11月10日

退任 教育委員　平田　國光 氏（久米）

　　　　　　　　　　任期：平成26年11月11日～平成30年11月10日

　　　　　　　　　　お世話になりました。

牧　直輝  氏

新
教
育
委
員
紹
介 10月23日の議会で同意認定された。

賛成１０  ・  反対１（久保田）



たらぎ議会だより　第110号／７

議
員
発
議『県教育長に提出の「多良木中学校の多良木高校敷『県教育長に提出の「多良木中学校の多良木高校敷

地への移転」及び「球磨支援学校高等部の多良木高地への移転」及び「球磨支援学校高等部の多良木高
校への移転」要望書取り下げの決議』について校への移転」要望書取り下げの決議』について

『県教育長に提出の「多良木中学校の多良木高校敷
地への移転」及び「球磨支援学校高等部の多良木高
校への移転」要望書取り下げの決議』について

発議
可決

　平成30年５月２日　県教育長に「多良木中学校の多良木高校敷地への移転」及び「球磨支援学校高等

部の多良木高校への移転」の要望書が町長・教育長・議長連名で出された。

　しかし、①球磨支援学校高等部の移転要望について、趣旨は「県南の拠点」としての位置づけによる

町の活性化を図るという説明であったが、その核である「熊本県南地域においても」を削除したとの説

明と同意の確認を取らないまま、議長連名で要望書が提出された事は承服できない。

　②球磨支援学校高等部のみの移転を要望しているが、熊本県教育庁教育指導局特別支援教育課は、平

成30年９月３日に「多良木高校閉校後の跡地利活用に係る検討状況」として、支援学校７校の整備につ

いては、有識者等外部委員を交えた検討会を開催しており「可能な限り既存の県有施設等を有効活用す

る」等の方針に基づいた対策を検討している。今後の対応として「球磨支援学校保護者の意見も踏まえ、

球磨支援学校全校移転等について、引き続きの検討」併せて、球磨支援学校の整備（教室不足の対策）

について、保護者への説明や意見交換を継続し、理解を求めていくという方向性を明らかにしており、

高等部のみの移転要望は取り下げるべきである。

　③中学校の移転については、現況（新築移転に関する様々な試算がなされていない事・県の方向が出

されていない事・他団体からの多良木高校施設利用の要望書が提出されている等）を踏まえると、白紙

に戻し充分な住民説明と意見集約の下に利活用を検討すべきである。

　以上の３点を理由とし、要望書を取り下げられるよう強く求める。

　　～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～

　県への要望書を議長連名で提出したという事実があります。その時点で、議会としての責任が発生し

ております。

　この発議は、町の議事機関として、重要な政策の決定と行政運営の「批判」と「監視」という二つの

重要な役割を果たすべき議員の構成員として、町の現況を憂慮し提出するものです。加えて、この発議

は、町の方向修正の布石となり得ることを申し添えます。

■ 反 対 討 論
◎魚住　憲一  議員
　　中学校の移転は教育委員会でも決定している。支援
　学校保護者会や高校活性化協議会の意見で変えるとい
　うことは果たしてよいのか。採択することは、町に対
　する県や国の不信感だけである。

◎源嶋　たまみ  議員
　　全員協議会で要望書を出すことの説明後、一部削除
　された事は承服できない点もあるが、出すと決まった
　時には全員異議なしであった。球磨支援学校の移転は
　県が決めることであり、町が関与することではない。
　要望書の取り下げは県との信頼をなくし、予算の獲得
　が困難になる。

◎中村　正德  議員
　　合議し、要望書を提出した事案を取り下げる決議案
　については、合議制民主主義の趣旨に反する。

◎林田　俊策  議員
　　法的根拠がなく、これまでの予算措置に対する責任
　を負うことなく、県との信頼関係が崩れる。三者で出
　したことは、教育委員会の決定を越権行為として覆す
　ことになりえないという危惧がある。

髙橋・山中・ 佐・豊永・久保田
坂口

林田・中村・瀬崎・魚住・源嶋

賛　成

反　対

■ 賛 成 討 論
◎坂口　幸法  議員
　　支援学校高等部の移転は、県の提案であったことを
　県も認めている。支援学校の移転は県教委が判断する
　事であり、本町の中学校移転と分けて考えるべきであ
　り、町も議会も配慮が足りなかった。いったん立ち止
　まり検討すべきである。

◎山中　馨  議員
　　要望書を出すときの不手際もあるが、要望書を出し
　たことにより、県・支援学校・他団体が協議を起こし
　たことは一定の効果があった。しかし、その動きは思
　いとは別の方向に進んでいる。要望書の取り下げによ
　り、県も自主的でオープンな跡地利用ができる。

◎久保田　武治  議員
　　説明した文書と違うものが、きちんと確認がとれな
　いまま、県に提出という、手続きの不備があった。こ
　の間の経過の中で、県教委は球磨支援学校全校移転と
　いう新たな段階に入ってきている。そのことを踏まえ、
　白紙に戻し検討すべきである。

議員発議　髙 橋 裕 子　他連名議員５名
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たらぎ議会だより　第110号／８

一
般
質
問

質
問
　

観
光
協
会
の
総
会
資
料

の
中
で
昨
年
の
事
業
報
告
に
は

「
理
事
会
」
と
あ
る
が
30
年
度

の
事
業
計
画
は
「
執
行
部
会
」

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
違
い
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長
　

30
年
度

の
事
業
計
画
の
「
執
行
部
会
」

と
あ
る
の
は
「
理
事
会
」
の
誤

り
と
思
う
。

難
し
い
と
思
う
の
で
、
防
災
担

当
者
と
検
討
す
る
。

質
問
　

全
世
帯
に
非
常
時
の
持

ち
出
し
袋
を
配
布
さ
れ
た
が
、

袋
の
中
に
必
要
な
物
を
入
れ
て

有
る
世
帯
は
少
な
い
様
に
見
え

る
。
配
布
後
、
そ
の
実
態
を
追

跡
調
査
さ
れ
た
の
か
。

松
本
総
務
課
長
　

追
跡
調
査
は

し
て
い
な
い
。
今
後
、
区
長
や

民
生
委
員
に
依
頼
し
、
中
身
の

確
認
や
指
導
を
行
い
た
い
。

質
問
　

郡
町
村
会
で
国
・
県
へ

31
年
度
の
重
要
課
題
を
治
水
・

道
路
・
雇
用
の
三
点
で
要
望
さ

れ
て
い
る
が
、
本
町
関
係
は
何

を
要
望
さ
れ
た
の
か
。

小
林
環
境
整
備
課
長
　

治
水
対

策
の
要
望
は
２
級
河
川
の
浚
渫

を
要
望
し
て
い
る
。
県
は
浚
渫

で
発
生
す
る
土
砂
の
土
捨
場
の

確
保
を
町
で
し
て
ほ
し
い
と
の

事
で
あ
っ
た
。
道
路
に
つ
い
て
、

町
道
北
部
横
断
線
の
舗
装
は
交

付
金
化
事
業
に
な
り
、
県
道
人

吉
水
上
線
は
１
千
500
万
円
の
上

積
が
な
さ
れ
た
。

町
長
　

雇
用
対
策
は
企
業
回
り

を
し
て
い
る
。
企
業
と
し
て
は
、

大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
の
進

出
は
考
え
に
く
い
よ
う
だ
。
１

・
２
回
の
訪
問
で
は
成
果
は
出

質
問
　

各
世
帯
に
配
布
し
て
あ

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
各
戸

の
位
置
や
避
難
ル
ー
ト
の
書
き

込
み
が
無
く
利
用
し
に
く
い
。

特
に
災
害
時
、
被
災
率
の
高
い

高
齢
者
に
は
解
ら
な
い
と
思
う
。

そ
こ
で
地
区
の
消
防
団
と
共
に
、

各
世
帯
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

世
帯
の
位
置
と
避
難
ル
ー
ト
の

書
き
込
み
を
頼
ま
れ
て
は
。

町
長
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自

宅
の
位
置
か
避
難
ル
ー
ト
の
書

き
込
み
は
高
齢
者
の
世
帯
で
は

な
い
の
で
引
き
続
き
努
力
す
る
。

今
回
、
東
京
に
あ
る
マ
ミ
ー
・

ゴ
ー
と
い
う
テ
レ
ワ
ー
ク
会
社

と
提
携
を
結
ん
だ
。

山  

中  　

馨 

議
員

国・県への31年
度の重点要望は

各分野で努力を

Ｑ

Ａ

防
災
対
策
は

指
導
を
行
い
た
い

ＱＡ

し
ゅ
ん
せ
つ

Ｑ

Ａ

観光協会の総会
資料は

記述の「執行部
会」は誤りと思う

山 中  　馨 議員（８ページ）
・中学校移転と跡地利用につい

　て

坂口　幸法 議員（９ページ）
・防災・減災について

・学校教育全般について

瀬崎　哲弘 議員（10ページ）
・観光行政について

・空き家対策について

久保田武治 議員（11ページ）
・高校施設利用について

・「買物弱者」支援について

・小学校部活の社会体育移行に

　ついて

中村　正德 議員（12ページ）
・町道上別府寺前線について

髙橋　裕子 議員（13ページ）
・「財政マネジメント」として

　のスポーツ誘致の構想は

・「財政マネジメント」として

　の「堆肥センター」の事業展

　開の考えは

・「財政マネジメント」として

　の「えびすの湯」の運営方向

　の考えは



たらぎ議会だより　第110号／９

一
般
質
問

質
問
　

現
在
ま
で
の
県
と
の
協

議
及
び
中
学
校
耐
力
度
調
査
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

町
長
　

５
月
に
県
に
要
望
書
を

提
出
し
て
お
り
、
そ
の
後
外
部

の
動
き
が
あ
り
、
６
月
議
会
で

話
し
た
以
上
の
話
は
な
く
、
今

質
問
　

県
と
の
協
議
の
中
で
備

忘
録
は
作
成
し
て
い
る
の
か
？

し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
理

由
は
。

の
と
こ
ろ
県
か
ら
の
明
確
な
回

答
は
な
い
。

今
井
教
育
振
興
課
長
　

耐
力
度

調
査
の
結
果
が
出
る
の
は
、
10

月
上
旬
を
予
定
し
て
い
る
。

町
長
　

県
担
当
者
５
人
・
町
５

人
と
い
う
感
じ
で
協
議
を
し
て

お
り
「
あ
の
時
は
言
わ
な
か
っ

た
と
か
」「
今
時
こ
う
い
う
ふ

う
に
言
っ
た
と
か
」
お
互
い
頭

の
中
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
会

議
録
は
と
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

質
問
　

住
民
意
見
の
中
に
、
高

校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
の

中
学
校
移
転
で
あ
る
と
思
っ
て

坂
口　

幸
法 

議
員

い
る
住
民
は
少
な
く
な
い
。
そ

こ
で
今
後
の
移
転
の
進
め
方
と

し
て
、
現
在
地
に
建
替
え
・
新

築
移
転
・
現
高
校
校
舎
を
利
用

し
た
場
合
の
試
算
等
を
示
す
考

え
は
あ
る
の
か
。

町
長
　

金
額
は
案
外
簡
単
に
出

る
と
思
っ
て
お
り
「
面
積
」
に

「
単
価
」
を
掛
け
れ
ば
い
い
と
、

安
易
に
考
え
て
い
た
の
で
ま
だ

出
し
て
い
な
い
。

質
問
　

中
学
校
が
移
転
し
た
場

合
の
中
学
校
跡
地
利
用
の
こ
と

も
セ
ッ
ト
で
考
え
、
総
合
的
戦

略
・
将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン
が
無
い

ま
ま
に
決
定
す
る
こ
と
は
住
民

町
長
　

５
月
に
要
望
書
を
出
し

て
お
り
「
ブ
レ
る
こ
と
な
く
」

県
と
の
協
議
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
県

と
の
信
頼
関
係
の
問
題
で
も
あ

り
、
ト
ッ
プ
と
し
て
も
「
自
覚
」

し
な
が
ら
協
議
し
た
い
。

に
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
思
わ

れ
る
が
「
高
校
の
閉
校
ま
で
残

さ
れ
た
時
間
は
約
７
カ
月
し
か

な
い
」 

と
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
中
学
校
新
築
移
転
の
結
論

を
高
校
の
閉
校
時
に
こ
だ
わ
る

の
か
。

会
議
録
の
作
成
は

お
互
い
の
頭
の
中
で

ＱＡ

「
ブ
ラ
イ
ト
企
業
」
の
促
進
は

周
知
を
図
る

ＱＡ

2010 熊本県 くまモン

高
校
跡
地
の
協
議
は

明
確
な
回
答
は
な
い

ＱＡ

質
問
　

働
く
人
が
い
き
い
き
と

輝
き
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
企
業
「
ブ
ラ
イ
ト
企
業
」（
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
と
対
極
の
企
業
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
熊
本
県
の
造
語

・
現
在
194
社
）
と
し
て
認
定
し
、

そ
の
優
れ
た
取
組
を
本
町
と
し

て
も
広
く
住
民
に
周
知
し
、
町

内
外
の
企
業
に
も
ブ
ラ
イ
ト
企

業
認
定
促
進
を
図
る
べ
き
で
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長
　

ブ
ラ
イ

ト
企
業
の
推
進
に
つ
い
て
は

 

「
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
く
」

新
規
就
職
者
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
作
成
な
ど
活
動
を
し
て
お

り
、
認
定
を
受
け
る
と
企
業
に

と
っ
て
有
利
に
な
る
と
期
待
し

て
い
る
。
県
の
募
集
が
あ
っ
た

際
に
は
「
広
報
紙
」・「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
等
で
広
く
周
知
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

多良木高校全景



たらぎ議会だより　第110号／10

一
般
質
問瀬

崎　

哲
弘 

議
員

に
つ
い
て
協
議
し
、
品
揃
え
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
新
た
な

納
入
者
を
開
拓
し
た
い
。

町
長
　

仕
事
の
民
間
へ
の
移
譲
、

質
問
　

消
防
署
建
設
に
あ
た
っ

て
、
住
民
へ
の
経
過
報
告
と
新

庁
舎
の
機
能
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

町
長
　

旧
庁
舎
の
老
朽
化
と
耐

震
不
足
に
伴
い
、
新
庁
舎
を
建

設
す
る
に
至
っ
た
。
財
政
的
に

厳
し
い
中
、
消
防
署
建
設
関
連

予
算
を
４
町
村
議
会
で
通
し
、

現
在
地
後
方
に
工
事
を
始
め
て

い
る
。
平
成
32
年
４
月
頃
に
完

成
予
定
で
あ
る
。
工
事
請
負
会

社
は
、
地
元
企
業
体
で
、
請
負

金
額
が
７
億
１
千
820
万
で
落
札

し
て
い
る
。
完
成
後
の
新
機
能

と
し
て
大
規
模
災
害
に
も
対
応

し
た
施
設
の
整
備
・
個
室
の
仮

ま
た
「
し
ご
と
創
生
機
構
」
へ

と
い
う
提
案
に
つ
い
て
は
、
地

域
商
社
と
し
て
で
き
る
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

率
が
４
割
程
度
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
国
の
指
示
に
従
い
３
割

程
度
に
見
直
す
。
併
せ
て
、
返

礼
品
の
納
入
者
と
今
後
の
対
応

を
作
成
中
で
あ
る
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

災
害
時

要
援
護
者
支
援
計
画
と
し
て
、

避
難
情
報
の
伝
達
・
誘
導
・
安

否
確
認
等
、
平
時
か
ら
区
長
や

消
防
団
・
自
主
防
災
組
織
・
近

隣
者
等
へ
の
自
助
・
共
助
に
よ

る
と
こ
ろ
の
意
識
を
高
め
、
見

回
り
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
災

害
発
生
時
に
地
域
で
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る
。

町
長
　

想
定
外
の
災
害
が
発
生

し
て
い
る
現
状
で
、
住
民
に
危

機
感
が
伝
わ
る
よ
う
な
情
報
発

信
・
指
示
の
在
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
。

質
問
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

率
や
仕
事
を
民
間
へ
移
譲
さ
せ

る
事
へ
の
考
え
は
。

松
本
総
務
課
長
　

現
在
、
返
礼

そ
の
上
で
、
行
政
は
、
日
頃
の

防
災
マ
ッ
プ
の
周
知
徹
底
・
早

め
の
避
難
の
重
要
性
を
認
識
し

て
も
ら
い
、
地
域
の
自
主
防
災

組
織
の
強
化
と
情
報
の
伝
達
強

化
を
定
期
的
に
計
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
食
糧
・
物
資
・
資

材
等
の
備
蓄
も
順
次
行
っ
て
い

る
。

黒
木
町
民
福
祉
課
長
　

災
害
発

生
時
の
廃
棄
物
の
処
理
に
関
し

て
県
・
国
・
他
の
地
方
自
治
体

及
び
民
間
事
業
者
等
と
の
応
援

体
制
の
構
築
を
進
め
な
が
ら
、

本
町
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
具
体
的
な
処
理
内
容
を
踏
ま

え
た
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

質
問
　

全
国
各
地
で
度
重
な
る

自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、

本
町
で
の
防
災
・
被
災
時
計
画

は
。

松
本
総
務
課
長
　

「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
教
訓

が
一
番
で
あ
る
。

防災・被災時計画は

 
想定外の災害を
考えて

Ｑ

Ａ

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
率
は

国
の
指
示
に
従
い
３
割
に

ＱＡ

消
防
新
庁
舎
建
設
は

大
規
模
災
害
に
も
対
応

ＱＡ

眠
室
・
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置

・
女
性
職
員
室
・
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
等
に
な
っ
て
い
る
。

新
し
い
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
も

は
い
る
。

進む消防新庁舎建設



久
保
田 

武
治 

議
員
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一
般
質
問

質
問
　

介
護
保
険
が
今
期
６
％

以
上
引
き
上
げ
ら
れ
「
収
入
や

年
金
が
減
る
中
、
ま
す
ま
す
生

活
が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
多
く

の
声
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
町

の
予
算
を
入
れ
て
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
よ
う
求
め
て
き
た
が
、

町
長
は
「
厚
労
省
が
繰
り
入
れ

は
適
当
で
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
の
で
考
え
て
い
な
い
」
と
の

答
弁
だ
っ
た
。
し
か
し
あ
さ
ぎ

り
町
で
は
２
千
万
円
繰
り
入
れ

た
実
績
も
あ
る
。
厚
労
省
の
介

護
保
険
課
の
担
当
者
が
「
介
護

保
険
引
き
下
げ
に
繰
り
入
れ
を

業
・
人
吉
高
校
あ
る
い
は
郡
内

外
の
学
校
を
選
択
せ
ざ
る
を
得

な
い
が
、
多
良
木
駅
か
ら
肥
後

西
村
駅
、
人
吉
駅
方
面
だ
と
通

学
定
期
代
が
年
間
10
万
円
以
上

か
か
り
保
護
者
か
ら
「
き
つ
い
」

と
の
声
を
聞
く
。
水
上
村
で
は

村
長
が
補
助
を
検
討
し
た
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
。

白
濱
子
ど
も
対
策
課
長
　

水
上

村
で
は
１
ヶ
月
に
つ
き
１
万
円

を
上
限
に
助
成
が
行
わ
れ
て
い

る
。

町
長
　

今
後
の
課
題
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

小
学
校
で
第
２
子
以
降
の
無
料

化
に
約
500
万
円
、
中
学
校
で
は

第
２
子
無
料
化
に
約
95
万
円
あ

れ
ば
で
き
る
が
検
討
で
き
な
い

か
。

町
長
　

提
案
は
頭
に
入
れ
て
検

討
し
た
い
。

質
問
２
　

要
保
護
者
へ
の
就
学

援
助
金
の
前
倒
し
支
給
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
入
学
後
の

支
給
か
ら
保
護
者
の
出
費
が
か

さ
む
入
学
前
に
支
給
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
人
吉
市
で

も
今
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

収
入
認
定
や
転
出
な
ど
実
務
的

な
問
題
も
あ
る
が
実
施
で
き
な

い
か
。

今
井
教
育
振
興
課
長
　

指
摘
の

問
題
も
併
せ
事
務
方
と
し
て
も

可
能
な
限
り
頑
張
り
た
い
。

佐
藤
教
育
長
　

ク
リ
ア
ー
す
べ

き
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
る
よ

う
な
方
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問
３
　

高
校
通
学
生
へ
の
助

成
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
多
良

木
高
校
廃
校
に
よ
っ
て
中
学
生

は
南
稜
・
球
磨
中
央
・
球
磨
工

成
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
町
で

は
小
学
校
で
第
２
子
が
174
名
、

３
子
61
名
、
４
子
が
６
名
、
中

学
校
で
第
２
子
が
37
名
、
３
子
、

４
子
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て
３
件
、
提
案
も
含
め
て
伺
い

た
い
。

１
、
給
食
費
は
半
額
助
成
だ
が
、

全
国
で
第
２
子
以
降
の
全
額
助

禁
じ
る
法
令
上
の
規
定
も
罰
則

も
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
が
、

町
長
は
ご
存
じ
か
。

町
長
　

初
め
て
聞
い
た
。

質
問
　

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保

険
に
繰
り
入
れ
て
い
た
２
千
万

円
を
介
護
保
険
に
繰
り
入
れ
て
、

被
保
険
者
の
負
担
を
軽
く
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　

難
し
い
問
題
だ
が
、
担

当
課
と
話
は
し
て
み
た
い
。

介
護
保
険
に
繰
り
入
れ
を

担
当
課
と
協
議

ＱＡ

給
食
の
２
子
以
降
の
無
料
化
を

提
案
を
頭
に
入
れ
て
検
討

ＱＡ
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一
般
質
問

質
問
　

議
員
質
問
に
対
し
執
行

部
よ
り
答
弁
さ
れ
て
い
る
「
前

向
き
に
検
討
す
る
」
等
の
答
弁

を
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
の
対

応
方
針
や
進
捗
状
況
を
報
告
し
、

説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
と

思
う
が
、
答
弁
に
対
す
る
事
後

対
応
は
。

町
長
　

議
会
後
の
課
長
会
で
の

検
討
を
指
示
し
て
い
る
が
、
報

る
べ
き
で
は
と
考
え
、
昨
年
よ

り
国
に
も
要
望
し
、
環
境
整
備

課
で
「
町
の
地
域
再
生
の
方
法

論
を
探
る
」
と
し
て
勉
強
会
を

し
て
い
る
。

小
林
環
境
整
備
課
長
　

取
り
組

ん
で
い
る
の
は
、
国
の
直
接
の

事
業
で
あ
り
、
事
業
主
体
は
国

か
ら
委
託
を
受
け
た
民
間
会
社

が
行
う
も
の
で
、
公
営
住
宅
に

係
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
推

進
事
業
と
い
い
、
公
営
住
宅
に

係
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

て
お
り
、
こ
の
民
間
会
社
の
推

進
事
業
の
中
で
、
子
育
て
・
高

齢
者
の
課
題
を
複
合
的
に
解
決

し
て
い
き
た
い
と
い
う
背
景
が

あ
る
。
今
後
は
、
地
場
産
業
の

活
用
と
し
て
広
範
囲
に
依
頼
し
、

こ
の
計
画
策
定
の
段
階
か
ら
の

参
画
を
考
え
て
い
る
。

（
注
）

 

Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は …

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ

 

ー
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

 　

民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、  

 

公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
効
率
化
や
公
共

 

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
向
上
を
目
指
す
手
法
。

 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は …

 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
フ
ァ
イ

 

ナ
ン
ス
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
　

 　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
代
表
的
な
手
法
の
一
つ
の
で
、  

 

公
共
施
設
等
の
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理

 

及
び
運
営
等
を
民
間
の
資
金
・
経
営
能
力

 
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
新
し

 
い
手
法
。

質
問
　

少
子
・
高
齢
化
社
会
の

対
応
と
し
て
「
子
育
て
支
援
住

宅
」・「
高
齢
者
支
援
住
宅
」
建

設
に
つ
い
て
、
今
後
は
統
廃
合

も
含
め
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た
整

備
を
考
え
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
様
な
も
の
か
。

町
長
　

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
活

動
範
囲
に
必
要
な
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
し
、
将
来
の
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
公
営
住
宅

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
も
う

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み

告
は
受
け
て
い
な
い
。
議
事
録

に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
執
行
部

に
も
責
任
が
あ
る
の
で
、
今
後

や
っ
て
い
く
。

 

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て
は
、
災
害
対
策
本
部
の
こ

と
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
意
見

を
集
約
し
、
論
議
を
し
て
い
き

た
い
。

 

「
え
び
す
の
湯
」
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
関
心
の
低
さ

も
見
え
る
。
建
物
の
老
朽
化
に

よ
る
出
費
も
見
込
ま
れ
厳
し
い

現
状
で
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
更

に
大
き
な
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で

も
検
討
し
た
い
。

中
村　

正
德 

議
員

コ
ン
パ
ク
ト
住
宅
整
備
と
は

将
来
の
課
題

ＱＡ

（
注
）

し
て
い
る
と
思
う
が
」
と
の
質

問
に
「
発
信
力
の
無
い
所
に
集

客
は
無
い
」「
町
の
成
り
立
ち
と

上
相
良
の
文
化
を
発
信
し
た
い
」

と
答
弁
、
今
後
、
町
に
人
を
呼

び
込
む
に
は
、
思
い
切
っ
た
政

策
と
勇
気
と
決
断
が
必
要
だ
と

思
う
が
ど
の
様
に
取
り
組
ま
れ

る
か
。

町
長
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、

ま
た
「
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
」
的

な
も
の
を
日
本
遺
産
と
絡
め
た

物
語
を
作
っ
て
外
部
に
発
信
し

て
い
き
、
観
光
の
目
玉
と
な
る

場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
く
な

ら
ば
経
済
効
果
も
大
き
く
な
り
、

有
意
義
で
あ
る
。

質
問
　

今
年
度
よ
り
「
日
本
遺

産
人
吉
球
磨
観
光
づ
く
り
協
議

会
」
が
発
足
し
て
い
る
が
「
観

光
の
核
と
な
る
も
の
が
、
不
足

町
に
人
を
呼
び
込
む
に
は

地
域
で
の
シ
ン
ボ
ル
を

ＱＡ

答弁の事後
対応は
　

責任がある

Ｑ

Ａ
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橋　

裕
子 

議
員

「
行
政
の
役
割
」
と
は

基
本
は
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
」

ＱＡ
質
問
　

各
分
野
の
調
整
能
力
を

持
つ
行
政
の
関
わ
り
が
重
要
で

あ
り
、
農
林
商
工
業
・
観
光
な

ど
の
産
業
を
組
み
合
わ
せ
た

「
経
営
戦
略
を
提
起
」
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
具
現
化
し

て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
行
政
側

の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
の
考

え
は
。
ま
た
、
ど
の
様
な
「
経

営
戦
略
を
提
起
」
し
て
い
き
た

い
の
か
。

町
長
　

課
題
は「
人
的
な
資
源
」

と
「
財
政
的
な
部
分
」
で
あ
る
。

基
本
、
行
政
は
「
サ
ー
ビ
ス
産

業
」
で
あ
り
、
経
営
の
舵
取
り

を
し
て
い
る
の
が
議
会
や
執
行

部
で
あ
る
。
町
の
将
来
は
住
民

と
共
に
考
え
て
、
住
民
か
ら
選

ば
れ
た
議
会
と
論
議
し
て
決
め

て
い
く
。
や
る
べ
き
こ
と
が
あ

れ
ば
臆
す
る
こ
と
な
く
実
行
に

移
す
。
小
さ
な
自
治
体
の
職
員

は
、
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
離
し

は
難
し
く
、
い
ろ
ん
な
活
動
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
生
活
の
一

部
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
考
え

方
で
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。「
総
合
戦
略
的
な
も

の
を
提
起
し
て
い
く
」
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
背
景
を
知
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
農
林
商
工

連
携
で
は
、
町
が
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
い
け
る
力
を
持
っ
て
い
る

と
思
う
。
私
た
ち
の
生
活
に
密

着
し
た
底
堅
い
産
業
と
し
て
、

農
林
商
工
連
携
の
産
業
の
重
要

性
を
見
直
し
て
い
く
べ
き
。

質
問
　

調
整
能
力
を
持
つ
行
政

の
関
り
に
つ
い
て
は
「
経
営
感

覚
を
持
っ
た
町
」
と
し
て
運
営

を
す
る
為
に
は
専
門
職
の
採
用

・
中
途
採
用
な
ど
が
必
要
と
考

え
る
。
執
行
部
の
各
課
で
人
材

の
課
題
は
見
え
て
い
る
と
思
う
。

職
員
の
意
見
を
聞
き
、
ト
ッ
プ

と
し
て
必
要
な
人
材
の
採
用
を

考
え
る
べ
き
で
は
。

町
長
　

指
導
的
立
場
の
人
材
の

重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
今

作
っ
て
い
る
係
長
ク
ラ
ス
の

「
機
構
改
革
の
会
議
」
の
中
で

提
案
し
た
い
。

質
問
　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

業
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
を
言
わ
れ
て
い
る
が
、
行

政
は
全
体
像
を
見
て
関
わ
る
べ

き
で
は
。
町
で
立
ち
上
げ
た

「
し
ご
と
創
生
機
構
」・「
観
光
協

会
」
の
規
約
に
は
地
場
産
業
の

育
成
・
活
性
化
と
い
う
こ
と
が

掲
げ
て
あ
り
、
地
域
商
社
と
し

て
の
活
動
を
し
て
い
い
組
織
で

あ
る
が
、
事
業
の
投
げ
掛
け
を

し
て
い
く
の
が
行
政
の
仕
事
で

は
な
い
か
。
ど
う
い
う
つ
な
が

り
を
お
考
え
か
。

町
長
　

「
し
ご
と
創
生
機
構
」・

「
観
光
協
会
」
も
ど
う
活
動
す

る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。
担
当
課
で
考

え
て
い
き
た
い
。

質
問
　

最
大
の
課
題
は
行
政
の

経
営
能
力
と
考
え
て
い
る
。
経

済
を
構
成
す
る
各
産
業
は
相
互

に
密
接
な
取
引
関
係
を
結
び
な

が
ら
生
産
活
動
を
営
ん
で
お
り
、

経
済
活
動
の
状
況
を
様
々
な
統

計
デ
ー
タ
を
使
っ
て
一
覧
表
に

し
た
も
の
が
産
業
連
関
表
で
あ

る
が
、
町
も
作
成
し
、
活
性
化

の
仕
組
み
に
つ
い
て
早
急
に
協

議
し
、
方
向
付
け
を
す
る
べ
き

で
「
経
営
戦
略
の
提
起
」
を
こ

こ
か
ら
見
出
し「
町
の
青
写
真
」

を
作
成
し
た
上
で
政
策
を
打
ち

出
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

町
長
　

第
一
に
町
が
経
済
的
に

潤
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行

政
は
営
利
事
業
に
慣
れ
て
い
な

い
中
、
経
営
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
地
方

創
生
の
一
年
後
は
、
無
責
任
な

形
に
な
ら
な
い
よ
う
に
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
専

門
家
の
セ
ミ
ナ
ー
等
、
勉
強
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
考
え
て
い

き
た
い
。

地
域
商
社
と
し
て
の

活
動
に
期
待
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たらぎ議会だより　第110号／14

研
修
報
告

（文責　久保田）

研  修  報  告研  修  報  告研  修  報  告研  修  報  告研  修  報  告

■あさくら観光協会■あさくら観光協会・・・多種多様な事業を展開中・・・多種多様な事業を展開中

○　平成２６年に朝倉市観光協会・朝倉広域観光協会が統合して設立。○　平成２６年に朝倉市観光協会・朝倉広域観光協会が統合して設立。

　現在、会員数が２１４団体　（会費　１口５,０００円）　現在、会員数が２１４団体　（会費　１口５,０００円）

　会長以下役員２２名、（参与として市町村観光担当課長が所属）　会長以下役員２２名、（参与として市町村観光担当課長が所属）

　職員２名、パート６名で運営している。　職員２名、パート６名で運営している。

（事 業）（事 業）

１．自主事業として　①ブランドプロモーション部会による復興イベント１．自主事業として　①ブランドプロモーション部会による復興イベント

　　　　　　　　　　②情報発信＆フォーラム部会による情報誌制作や講演会・交流会など　　　　　　　　　　②情報発信＆フォーラム部会による情報誌制作や講演会・交流会など

　　　　　　　　　　③物産宣伝販売（蒸し雑煮・・参加店舗１９・化粧水・ｗeb ショッピ　　　　　　　　　　③物産宣伝販売（蒸し雑煮・・参加店舗１９・化粧水・ｗeb ショッピ

　　　　　　　　　　　ングなど）　　　　　　　　　　　ングなど）

２．受託事業として　①施設管理（前年実績）２．受託事業として　①施設管理（前年実績）

　　　　　　　　　　　＊ほとめく館：利用者８,５７０人　　　　　　　　　　　＊ほとめく館：利用者８,５７０人

　　　　　　　　　　　＊サンライズ杷木（ホール）：利用者２８,４７７人　　　　　　　　　　　＊サンライズ杷木（ホール）：利用者２８,４７７人

　　　　　　　　　　　＊道の駅原鶴インフォメーション：利用者８,５４９人など　　　　　　　　　　　　＊道の駅原鶴インフォメーション：利用者８,５４９人など　

　　　　　　　　　　②観光情報発信、写心コンテスト、古都秋月めぐり、スタンプラリー、　　　　　　　　　　②観光情報発信、写心コンテスト、古都秋月めぐり、スタンプラリー、

　　　　　　　　　　　県内外での宣伝活動２５件、インバウンド対策として台湾でのワー　　　　　　　　　　　県内外での宣伝活動２５件、インバウンド対策として台湾でのワー

　　　　　　　　　　　クショップなど。　　　　　　　　　　　クショップなど。

■大刀洗町研修■大刀洗町研修・・・全国町村議会議長・副議長研修会で発表された大刀洗町の「住民・・・全国町村議会議長・副議長研修会で発表された大刀洗町の「住民

　　　　　　　　　　　　に向き合った議会運営と広報誌づくりの実践」をご当地で学ぶべ　　　　　　　　　　　　に向き合った議会運営と広報誌づくりの実践」をご当地で学ぶべ

　　　　　　　　　　　　く今回の研修となった。　　　　　　　　　　　　く今回の研修となった。

◎「取り組み状況」◎「取り組み状況」

　①　休日議会の開催（一般質問日を土、日、祝日に設定し傍聴の機会を増やす）　①　休日議会の開催（一般質問日を土、日、祝日に設定し傍聴の機会を増やす）

　②　議会報告会の開催（町内４会場、報告時間を短く、住民との意見交換を重視）　②　議会報告会の開催（町内４会場、報告時間を短く、住民との意見交換を重視）

　③　議会基本条例の制定（平成２５年１２月議会・議会改革を継続させる）　③　議会基本条例の制定（平成２５年１２月議会・議会改革を継続させる）

　④　自由討議の導入・推進（提出議案すべてを自由討議で議論を尽くす）　④　自由討議の導入・推進（提出議案すべてを自由討議で議論を尽くす）

　⑤　議会モニター制度の設置（モニターから要望や意見、提言などを聴取）　⑤　議会モニター制度の設置（モニターから要望や意見、提言などを聴取）

　⑥　議会広報誌を活用した住民への説明責任（一般質問で町長等が「検討する」旨の答弁　⑥　議会広報誌を活用した住民への説明責任（一般質問で町長等が「検討する」旨の答弁

　　を行った質問のその後の対応を調査し、広報誌で公表する）　　を行った質問のその後の対応を調査し、広報誌で公表する）

　⑦　各種団体との意見交換会（区長会、民生委員、消防団、　⑦　各種団体との意見交換会（区長会、民生委員、消防団、

　　ＰＴＡ役員等）　　ＰＴＡ役員等）

（まとめ）（まとめ）

　　住民に向き合い、身近な議会であるための実践と議会広報　　住民に向き合い、身近な議会であるための実践と議会広報

　誌を活用した取り組みが精力的に行われており、本町でも取　誌を活用した取り組みが精力的に行われており、本町でも取

　り組めるものから着手すべきとの感を持った。　り組めるものから着手すべきとの感を持った。

■あさくら観光協会・・・多種多様な事業を展開中

○　平成２６年に朝倉市観光協会・朝倉広域観光協会が統合して設立。

　現在、会員数が２１４団体　（会費　１口５,０００円）

　会長以下役員２２名、（参与として市町村観光担当課長が所属）

　職員２名、パート６名で運営している。

（事 業）

１．自主事業として　①ブランドプロモーション部会による復興イベント

　　　　　　　　　　②情報発信＆フォーラム部会による情報誌制作や講演会・交流会など

　　　　　　　　　　③物産宣伝販売（蒸し雑煮・・参加店舗１９・化粧水・ｗeb ショッピ

　　　　　　　　　　　ングなど）

２．受託事業として　①施設管理（前年実績）

　　　　　　　　　　　＊ほとめく館：利用者８,５７０人

　　　　　　　　　　　＊サンライズ杷木（ホール）：利用者２８,４７７人

　　　　　　　　　　　＊道の駅原鶴インフォメーション：利用者８,５４９人など　

　　　　　　　　　　②観光情報発信、写心コンテスト、古都秋月めぐり、スタンプラリー、

　　　　　　　　　　　県内外での宣伝活動２５件、インバウンド対策として台湾でのワー

　　　　　　　　　　　クショップなど。

■大刀洗町研修・・・全国町村議会議長・副議長研修会で発表された大刀洗町の「住民

　　　　　　　　　　　　に向き合った議会運営と広報誌づくりの実践」をご当地で学ぶべ

　　　　　　　　　　　　く今回の研修となった。

◎「取り組み状況」

　①　休日議会の開催（一般質問日を土、日、祝日に設定し傍聴の機会を増やす）

　②　議会報告会の開催（町内４会場、報告時間を短く、住民との意見交換を重視）

　③　議会基本条例の制定（平成２５年１２月議会・議会改革を継続させる）

　④　自由討議の導入・推進（提出議案すべてを自由討議で議論を尽くす）

　⑤　議会モニター制度の設置（モニターから要望や意見、提言などを聴取）

　⑥　議会広報誌を活用した住民への説明責任（一般質問で町長等が「検討する」旨の答弁

　　を行った質問のその後の対応を調査し、広報誌で公表する）

　⑦　各種団体との意見交換会（区長会、民生委員、消防団、

　　ＰＴＡ役員等）

（まとめ）

　　住民に向き合い、身近な議会であるための実践と議会広報

　誌を活用した取り組みが精力的に行われており、本町でも取

　り組めるものから着手すべきとの感を持った。



平成29年度
一 般 会 計

久米公民館改築工事子育て３点セットスタート

黒肥地公民館改築工事（ピザ釜） 「農事組合法人 たらぎ大地」設立総会

たらぎ議会だより　第110号／15

議
員
研
修

活
性
化
委
員
会 地方創生推進交付金効果検証！　あと一年半！どうする！

★しごと創生機構の取り組みによる雇用創出者数と各製品の販売額は？
　　目標値50人に対して実績値12人・目標値3,750万円に対して40万１千円
【有識者意見】
　＊米は、中食米・外食米が不足している。ブランド化は継続しながら外国からの輸入にも対応
　　ができるよう。
　＊全体的に販売額が少ない。各事業所の展開による雇用拡大とドレッシング工場の本稼働によ
　　る生産額の増加を。
★野菜納入農家は？　目標値30に対して実績値１件
【有識者意見】
　＊ドレッシングの原料は多良木産にこだわらず、事業の進展を。
　＊加工業を視野に経験者の育成を。
　＊消費者へのＰＲと町をＰＲする表示を。
★企業誘致数は？　目標値３に対して実績値２
【有識者意見】
　＊町をプレゼンする際に、何を売りにするのかが大切。
　＊テレワークだけではなく、テレマーケティングもセットにアプローチしては。
… 結果報告を受けて、委員会としては …
　　現実的な目標値を持ってやるべきであるが、各事業の進展の格差は大きい。今後の方向性を
　見据えた「答え」を出すべき所に来ている。ソフト事業の進捗も含め、真剣に協議すべき状況
　にある。

あの！上勝町　葉っぱ事業を聞く！

いた！ 横石 知二 という人が！

★昭和61年にスタート　平均年齢70歳　最高齢92歳
★参加農家165軒　年収1,500万円超もいる！
★絶対にやってやるぞ …… 自分にできることから始めてみる。
★何を「価値」とするのか …… これという「切り札」が必要！
★すべてが松竹梅戦略 …… 「上等なもの」、 「 光っているもの」 で発信し、 その下のランクの商品
　　　　　　　　　　　　 で稼ぐ。
★人間力が発揮できる３つの要因 …… ①出番　②評価　③自信
★つながる糸は何かを見つける …… 人と人をつなげる糸は、それぞれに違う。みんなにつなが
　　　　　　　　　　　　　　　　  る糸はない！
★やる気『やる木』を育てる！ …… 「人は誰でも主役になれる！」

自分が働くことによって周りを幸せにすることができれば、最高の人生である。
　　　　　　　　　　　　　㈱いろどり　横石　知二
…【まとめ】…
実体験から溢れ出る言葉に引き込まれ、１時間半があっという間に過ぎた。
にこやかな表情の裏に見え隠れした現実の厳しさ、立ち向かっていかれた勇気、人の繋がりの素
晴らしさ、最後は感動の１ページの紹介ありと…残念なのは、地方創生事業に取組む前に聞きた
かったという事。
残ったのは、「理論の人が集まっても、事業畑の人が居ないと話が通じない」と言われた事。

地方創生とまちづくり地方創生とまちづくり●県町村議会議員研修　地方創生とまちづくり

『地方創生を検地方創生を検証 !証 !!』『地方創生を検証 !!』

（文責　髙橋）

（文責　髙橋）

●活性化委員会
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異
常
に
暑
い
夏
が
過
ぎ
、
朝
晩
の
過
ご
し
易

さ
と
木
々
の
色
づ
き
に
秋
を
感
じ
る
中
、
祭
り

に
は
人
々
が
集
い
、
町
が
華
や
い
で
い
る
。

　

し
か
し
、
先
の
台
風
で
被
害
の
大
き
か
っ
た

松
ヶ
野
・
須
山
・
宮
ヶ
野
・
柳
野
・
赤
木
地
域

等
の
方
々
が
復
旧
に
向
け
て
努
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
自
分
の
力
の
無
さ
、
季
節

の
容
赦
な
さ
を
感
じ
入
る
。
日
本
に
は
四
季
が

あ
り
、
ど
ん
な
天
災
が
起
こ
ろ
う
と
必
ず
、
命

の
息
吹
を
感
じ
る
春
が
来
て
、
実
り
の
秋
が
来

る
。
町
も
四
季
の
移
り
変
わ
り
の
よ
う
に
流
れ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
不
安
の
中
、
議
員
と
し

て
・
議
会
と
し
て
の
立
場
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

異
常
は
気
象
だ
け
で
は
な
く
、
与
那
国
町
議

会
で
、
議
長
選
が
77
回
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

と
い
う
記
事
。
与
野
党
が
５
議
席
ず
つ
を
分
け

合
っ
て
お
り
、
議
長
を
出
せ
ば
採
決
時
に
少
数

派
に
な
る
た
め
と
い
う
。

　

主
体
は 

「
住
民
」 

で
あ
る
。 「
住
民
」 

あ
っ
て

の 

「
行
政
」
で
あ
り
「
議
会
」
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
議
会
は
、
首
長
与
党
・
首
長
野

党
と
い
う
立
ち
位
置
を
取
る
べ
き
で
は
な
く
、

議
会
と
首
長
は
是
々
非
々
が
基
本
で
あ
る
。
民

意
に
よ
り
執
行
側
に
意
思
を
提
示
し
て
い
く
事

こ
そ
が
役
割
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
「
意
思

決
定
機
関
」
と
い
う
こ
と
で
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
、
二
元
代
表
制
の

一
役
を
担
っ
て
い
る
。

　

住
民
に
と
っ
て
、
ど
う
な
の
か
、
議
員
同
士

で
議
論
し
合
意
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
本
来

の
姿
で
あ
り
、
執
行
部
側
に
立
っ
て
の
考
え
・

判
断
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
事
が
町
を

支
え
る
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　

残
す
と
こ
ろ
１
回
の
発
行
と
な
っ
た
「
議
会

だ
よ
り
」、
記
事
の
編
集
も
未
熟
な
中
読
ん
で

頂
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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多良男

球磨雄

平成も終わんなー

おいどんも年とったなー。

もう年金貰うごとなったもんなー。 町の高齢化率が40％超えたとバイ。
65歳以上は3,850人で100歳超えとる人も9人おいやっとばい。

へー来年は「平成」も終わり「昭和」も遠かごとなるなー。
おいどんも昭和ばってん知っとるごとして知らんよなー

じゃったい、そいで「多良木町史」で、ちーと勉強したったい。

教えっくだい。

うん、そいで？

へー、ほかにゃーおもしろか話はなかと？

昭和30年に多良木・久米・黒肥地が合伴して黒肥地にも当時財産区のあったとばい。 人口は２万人以上
で3,600世帯ぐらいあったとばい。 公立病院は明治時代に郡の病院としてあったとばってん昭和11年に
今の町民体育館のとけ移転して16年にゃー４ヶ町村の公立多良木病院になったとたい。
農協も49年に合併して、高校は26年に県立になって44年に現在地に移ったとばい。

中学校は33年に統合して、 久米・黒肥地にも分室のあったとげな。

色々おいやっばいなー。

そいなら、おいもいっちょ読んでみろ。

そいから、久米村の宮原さんちゅう県議会議員の拉致
事件やら色々書いてあるけんあんたも読んでみない。

あるある。女ん人の初の宇宙飛行士のテレシコワさんに町出身の藤井さんちゅう女ん人で
花束ばやいやった人がおいやっとげな。こん人は５月５日生まれの男勝りで昭和２年に飛
行機免許ば取って70歳まで操縦桿ば握って、ＮＨＫの朝ドラの「雲のじゅうたん」のモデル
の一人にもないやった人もおいやったとばい。
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